
令和 7年 6月 5日

鎌倉警察署交通課 様
打越町内会

シルバードライビングスクールに参加して

この度、鎌倉警察署交通課よリシルバードライビングスク

ール講習会への紹介があり打越町内会地域住民の希望者が

受講しましたのでお知らせいたします。

1 打越町内会 (公会堂、鎌倉市笛田 5丁目36番 14号 )
2 実施場所
横浜市栄区笠間 1丁目11番 20号
鎌倉自動車学校

3 受講日及び参加人員
(1)5月 28日 (水)  8名 (平均年齢 79歳 )
(2)6月 4日 (水)   6名 (平均年齢 78歳 )
いずれも11時 00分から13時 00分
4 講習カリキュラム
別添のとおり

5感  想
講習会にあたり日頃より運転をされている地域住民の

方々へ参加を呼びかけたところ多数の参加希望者がありま

したが定員の関係上、 14名の参加で実施し関心の深さが
伺われました。

受講にあたり緊張された方もおられるなか、終始緊張を

柔らげる会話で講義をされ教室の空気が和やかになつたこ

とが感じ取れました。

技能講習では、コース内を走行し特に危険に対する 避

方法、アクセルとブレーキの使い方等、説明を聞きなが

ら操作を行い実体験出来ましたことは、受講者全員が改
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めて自己の運転を再認識された事と思います。とかく運

転経歴からおのずと自信が生まれてきますが、加齢によ

る身体の低下や機敏性及び視覚、動体視覚が落ちてくる

ことについて普段余り自覚がないなか、日常の運転時に

は常に念頭に入れて置かなければならないことを新ため

て思いました。また、運転中には色々な状況を判断し安

全走行を行いますが、常に危険予測を行い運転すること

が最も重要であり、とっさの危険

につながるとのことです。

避が出来、事故防止

日頃から危険の先取りの考え方を習慣的に身に付けて

おくことが日常生活においても安全につながるものと思

います。

今 の講習会で受講者各自が貴重な体験を得られたこと
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は今後の安全運転に生かされるものと確信いたしておりま

す。

鎌倉警察署交通課小杉氏、森氏には講習会参加へのお声

をかけて頂き誠に有難うございました。

今後とも、町内会地域の交通安全にご指導を賜ります様

よろしくお願い致します。

備 考
講習会風景写真

*打越町内会
小 川  博



男lj表第 2

シルバ ―ヽドライビングスクールカリキュラム

言毒 習   細 議 所要時間

開

講

t渥

転

尋i」

の

知

識

開 薔率・

(1)開講あいさつ

(2)指導員紹介

20分

70分

講習の趣旨・内容説明 講習の必要性、内容及び進め方等を説明

準 備 運 動 ラジオ体操等

日 常 点 検 車の点検方法について指導

運転姿勢等
(1)正 しい運転姿勢、座席位置

(2)シー トベル トの

(1)コ ース説明及び運転準・1鵞の手 II贋説明
・ 実車走行
(2)直進、 S字、クランク走行
o キープレフ ト走行  ,
。 ハン ドル操作   :
(3)坂道発進
。 上 り坂、下 り坂の通過方法

(4)交 差点通行

[信号機のある交差点の通行 ]

・ 対面信号の確認

・ 交羞点直前での右・左の安全確認

[信号機のない交差点の通行 ]

` 一時停止又は徐行
・ 適正な位置での停止
。 右・左の安全確認

(5)交差点での右左折方法
, 進路変更
。 右左折の合図
(6)進 路変更
・ 適切な合図
・ 後方の安全確認

(7)駐車車両等の障害物の側方通過

` 障害物 との間隔
。 1嚢車車両の間からの飛び出し等の予測

(8)ア クセル とブレーキの使い方
・ 段差乗 り上げ
。 フルロックブレーキ
(9)危険に対す る国避方法
,噛 嵯の危険 :こ対する対応

技

賞護

:F≒i

習

実車による安全指導

検

討

閉

澪1毒‐

ァ ィスカ ッシ ョン
(1)高齢運転者の身体的特徴 と事故実態

(2)危 険予知 と事前の対応・措置

30分
アンケー ト調査

開 |+|‐

(1)講習修了証、実施結果連絡表の交付

(2)総評及び開講のあいさつ
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講 習 会 風 景
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